
マレーシアのマハティール元首相（98）が、

クアラルンプール近郊のプトラジャヤで本紙

のインタビューに答えた。今後の世界情勢につ

いて「非常に悪くなる。米国に頼れず、中国や

ロシアにも近づきたくないからだ」と悲観的に

語った。かねて評価している日本の憲法9条に

も触れ、「米国は戦争への日本の支援がほしい

ため変えたがっているが、日本は侵略戦争を禁

じた条項を守ってほしい」と話し、非戦を貫く

よう訴えた。

 

 

（マハティール・モハマド 1925年生まれ。下院議員や副

首相を経て81〜2003年に首相を務め、日本などの発展に

学ぶ「ルック・イースト（東方）政策」を提唱。18年に首相

に返り咲いたが、後継問題を巡り 20 年に辞任。22 年 11

月の下院総選挙に97歳で出馬したが、落選した。青年時代

に、「華僑大虐殺」を体験している） 

 

 

 

―米中対立の影響は。 

 

「ASEAN は中国との良好な関係を望んでい

る。米国がアジアで大きな役割を果たすことを

期待できないからだ。米国は欧州や中東、極東

などであまりにも多くの問題を抱え、どれにも

集中できていない」 

 

 

―中国支持との意味か。 

 

「私たちは中国に近づきすぎたくはない。一方

で ASEAN にとって中国は非常に重要な市場

なので、中国と対峙（たいじ）する米国の政策

には従いたくない。中国と友好関係を築きたい

が、米国との友情も失いたくない」 

 

―日本はどのような立場を取るべきか。 

 

「日本は（憲法9条で）戦争を違法とすると

いう点でユニークだ。自衛の場合を除き、国

家間の紛争を解決する手段として戦争を拒否

するのは良い政策だ。米国はこれを変え、米 

国とともに日本が戦争を行えるようにした 

 

い。しかしこれまでのところ日本は戦争に巻

き込まれていない。今後もこの条項を守って

ほしい」（出所 『東京新聞』2024年 1月 12

日） 

憲法 9条を「守って」 
マレーシア・マハティール元首相 
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